
データヘルス計画
第3期計画書

最終更新日：令和 6 年 11 月 05 日
住友倉庫健康保険組合



STEP１-１ 基本情報
組合コード 62039
組合名称 住友倉庫健康保険組合
形態 単一
業種 運輸業

令和6年度見込み 令和7年度見込み 令和8年度見込み
被保険者数
* 平均年齢は
特例退職被保
険者を除く

962名
男性63.5%

（平均年齢41.7歳）*
女性36.5%

（平均年齢36.6歳）*

-名
男性-%

（平均年齢-歳）*
女性-%

（平均年齢-歳）*

-名
男性-%

（平均年齢-歳）*
女性-%

（平均年齢-歳）*
特例退職被保険
者数

0名 -名 -名

加入者数 1,658名 -名 -名
適用事業所数 7ヵ所 -ヵ所 -ヵ所
対象となる拠点
数

7 ヵ所 -ヵ所 -ヵ所

保険料率
*調整を含む

76‰ -‰ -‰

健康保険組合と事業主側の医療専門職
令和6年度見込み 令和7年度見込み 令和8年度見込み
常勤(人) 非常勤(人) 常勤(人) 非常勤(人) 常勤(人) 非常勤(人)

健保組合 顧問医 0 0 - - - -
保健師等 0 0 - - - -

事業主 産業医 0 1 - - - -
保健師等 0 0 - - - -

第3期における基礎数値
（令和4年度の実績値）

特定健康診査実施率 
(特定健康診査実施者数÷
特定健康診査対象者数)

全体 493 ∕ 654 ＝ 75.4 ％
被保険者 404 ∕ 451 ＝ 89.6 ％
被扶養者 89 ∕ 203 ＝ 43.8 ％

特定保健指導実施率 
(特定保健指導実施者数÷
特定保健指導対象者数)

全体 48 ∕ 65 ＝ 73.8 ％
被保険者 48 ∕ 63 ＝ 76.2 ％
被扶養者 0 ∕ 2 ＝ 0.0 ％

令和6年度見込み 令和7年度見込み 令和8年度見込み
予算額(千円) 被保険者一人

当たり金額（円） 予算額(千円) 被保険者一人
当たり金額（円） 予算額(千円) 被保険者一人

当たり金額（円）

保健事業費

特定健康診査事業費 6,460 6,715 - - - -
特定保健指導事業費 2,720 2,827 - - - -
保健指導宣伝費 7,202 7,486 - - - -
疾病予防費 42,412 44,087 - - - -
体育奨励費 0 0 - - - -
直営保養所費 0 0 - - - -
その他 100 104 - - - -
　
小計　…a 58,894 61,220 0 - 0 -
経常支出合計　…b 749,980 779,605 - - - -
a/b×100 （%） 7.85 - -
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令和6年度見込み 令和7年度見込み

令和8年度見込み

(歳)

(人)

70-74
65-69
60-64
55-59
50-54
45-49
40-44
35-39
30-34
25-29
20-24
15-19
10-14

5-9
0-4

100 50 0 50 100
男性(被保険者) 男性(被扶養者) 女性(被保険者) 女性(被扶養者)
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男性（被保険者）
令和6年度見込み 令和7年度見込み 令和8年度見込み
0〜4 0人 5〜9 0人 0〜4 -人 5〜9 -人 0〜4 -人 5〜9 -人
10〜14 0人 15〜19 0人 10〜14 -人 15〜19 -人 10〜14 -人 15〜19 -人
20〜24 39人 25〜29 91人 20〜24 -人 25〜29 -人 20〜24 -人 25〜29 -人
30〜34 68人 35〜39 79人 30〜34 -人 35〜39 -人 30〜34 -人 35〜39 -人
40〜44 73人 45〜49 74人 40〜44 -人 45〜49 -人 40〜44 -人 45〜49 -人
50〜54 72人 55〜59 69人 50〜54 -人 55〜59 -人 50〜54 -人 55〜59 -人
60〜64 30人 65〜69 9人 60〜64 -人 65〜69 -人 60〜64 -人 65〜69 -人
70〜74 4人 70〜74 -人 70〜74 -人

女性（被保険者）
令和6年度見込み 令和7年度見込み 令和8年度見込み
0〜4 0人 5〜9 0人 0〜4 -人 5〜9 -人 0〜4 -人 5〜9 -人
10〜14 0人 15〜19 0人 10〜14 -人 15〜19 -人 10〜14 -人 15〜19 -人
20〜24 28人 25〜29 88人 20〜24 -人 25〜29 -人 20〜24 -人 25〜29 -人
30〜34 60人 35〜39 43人 30〜34 -人 35〜39 -人 30〜34 -人 35〜39 -人
40〜44 35人 45〜49 38人 40〜44 -人 45〜49 -人 40〜44 -人 45〜49 -人
50〜54 32人 55〜59 10人 50〜54 -人 55〜59 -人 50〜54 -人 55〜59 -人
60〜64 11人 65〜69 0人 60〜64 -人 65〜69 -人 60〜64 -人 65〜69 -人
70〜74 0人 70〜74 -人 70〜74 -人

男性（被扶養者）
令和6年度見込み 令和7年度見込み 令和8年度見込み
0〜4 52人 5〜9 64人 0〜4 -人 5〜9 -人 0〜4 -人 5〜9 -人
10〜14 65人 15〜19 67人 10〜14 -人 15〜19 -人 10〜14 -人 15〜19 -人
20〜24 36人 25〜29 1人 20〜24 -人 25〜29 -人 20〜24 -人 25〜29 -人
30〜34 1人 35〜39 1人 30〜34 -人 35〜39 -人 30〜34 -人 35〜39 -人
40〜44 0人 45〜49 0人 40〜44 -人 45〜49 -人 40〜44 -人 45〜49 -人
50〜54 0人 55〜59 0人 50〜54 -人 55〜59 -人 50〜54 -人 55〜59 -人
60〜64 0人 65〜69 0人 60〜64 -人 65〜69 -人 60〜64 -人 65〜69 -人
70〜74 0人 70〜74 -人 70〜74 -人

女性（被扶養者）
令和6年度見込み 令和7年度見込み 令和8年度見込み
0〜4 51人 5〜9 42人 0〜4 -人 5〜9 -人 0〜4 -人 5〜9 -人
10〜14 61人 15〜19 42人 10〜14 -人 15〜19 -人 10〜14 -人 15〜19 -人
20〜24 30人 25〜29 6人 20〜24 -人 25〜29 -人 20〜24 -人 25〜29 -人
30〜34 15人 35〜39 21人 30〜34 -人 35〜39 -人 30〜34 -人 35〜39 -人
40〜44 46人 45〜49 39 人 40〜44 -人 45〜49 -人 40〜44 -人 45〜49 -人
50〜54 61人 55〜59 28人 50〜54 -人 55〜59 -人 50〜54 -人 55〜59 -人
60〜64 16人 65〜69 4人 60〜64 -人 65〜69 -人 60〜64 -人 65〜69 -人
70〜74 3人 70〜74 -人 70〜74 -人

基本情報から見える特徴 男性の被保険者数が全体の6割を占めている。また、被保険者においては、年齢構成がおおよそ均等になっている。被扶養者においては、子どもの人数の減少が
続いており、少子化が進んでいることが見える。
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STEP１-２ 保健事業の実施状況
保健事業の整理から見える特徴

事業の一覧
職場環境の整備
加入者への意識づけ
個別の事業
　特定健康診査事業 　特定健診
　特定保健指導事業 　特定保健指導
　保健指導宣伝 　機関紙・その他
　保健指導宣伝 　医療費通知
　疾病予防 　人間ドック補助
　疾病予防 　婦人科健診
　疾病予防 　大腸がん検診
　疾病予防 　歯科検診
　疾病予防 　生活習慣病健診
　疾病予防 　インフルエンザ予防接種補助
　疾病予防 　常備薬購入あっせん
　疾病予防 　常備薬配布
　疾病予防 　禁煙外来受診費用補助
事業主の取組
　1 　メンタルヘルス研修
　2 　定期健康診断
　3 　特殊健康診断（石綿健診）
　4 　雇入れ時の健診
　5 　海外赴任前後健診
　6 　メンタルカウンセリング（訪問含む）
　7 　ストレスチェック
　8 　産業医面談
※事業は予算科目順に並び替えて表示されています。
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職場環境の整備
加入者への意識づけ
個別の事業
特
定
健
康
診
査
事
業

3 特定健診
【目的】生活習慣病予防のために実施
【概要】（被保険者）事業主が行う定期健診と併せて共同実施
（被扶養者）受診機会の提供

全て 男女
40
〜
74

加入者
全員 6,460

被保険者　対象451、受診404、受診率
90%
被扶養者　対象203、受診89、 受診率4
4%
計　　　　対象654、受診493、受診率
75%
R4年度実績

被保険者は事業主の定期健康診断と併
せて事業所内で一斉に実施。被扶養者
はドックと特定健診の両方を案内しド
ック受診者からもデータをもらうよう
にした。

被扶養者の受診率が伸び悩み。被扶養
者への直接案内やインセンティブを検
討。

3

特
定
保
健
指
導
事
業

4 特定保健指導
【目的】生活習慣の改善を働きかけ、悪化を予防。
【概要】特定健診での基準対象者に対し、特定保健指導（面談等）を
実施

全て 男女
40
〜
74

基準該
当者 2,720

積極的支援　対象者：被保険者34、被
扶養者0、完了者：被保険者21
動機付け支援　対象者：被保険者29、
被扶養者2、完了者：被保険者27、被扶
養者0
R4年度実績
9月に健診を行い、翌年2月から実施

被保険者の大多数が真面目にとりくん
でおり、完了率も高い。

途中離脱者を減らすため、インセンテ
ィブを検討。 3

保
健
指
導
宣
伝

2,5 機関紙・その
他

【目的】健康啓発、健康情報・健保情報の提供
【概要】機関紙発行、月刊誌送付、ホームページの開設および運営 全て 男女

21
〜（

上
限
な
し）

被保険
者 7,394

健保だより年2回発行、すこやかファミ
リー送付年12回、R6年度中に健保ホー
ムページ開設予定。

定期実施、恒例となっている。
ホームページ開設により加入者の利便
性向上につながる予定。 開設後のアクセス向上策 3

2 医療費通知 医療費の実態把握、医療費控除の証明 全て 男女

21
〜（

上
限
な
し）

被保険
者 308 毎月 医療費の実際把握が可能。 紙ベース。健保ホームページ開設のタ

イミングで紙廃止検討。 -

疾
病
予
防

3 人間ドック補
助 がん検診、生活習慣病健診の補完 全て 男女

30
〜
74

基準該
当者 22,800

定期健康診断とは別に、疾病予防の目
的で人間ドック補助を行っている。被
扶養者の方は健診も含めた形を取って
いる。

定期的に受診いただくことで、病気の
早期発見や疾病予防につながっている
。

被扶養者の方の受診率向上 2

3 婦人科健診 婦人科ガンの早期発見 全て 女性

21
〜（

上
限
な
し）

被保険
者 500

人間ドックを受診されない方でも、か
かりつけクリニック等で婦人科健診を
受診すれば補助を行う。

特に若い女性の方、人間ドックを受け
るほどではない（健康に自信がある）
方への受診機会増につながった。

受診者数がそこまで多くない。 -

3 大腸がん検診 70％以上の受診 全て 男女
35
〜
74

被保険
者,基準
該当者

- 定期健診時に同時に実施
受診率は高く、便潜血があった人へ医
療機関への受診勧奨も行っている。 - 3

予
算
科
目

注1)
事業
分類

事業名 事業目標
対象者

事業費
(千円)

振り返り
注2)
評価対象

事業所 性別 年
齢 対象者 実施状況・時期 成功・推進要因 課題及び阻害要因
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3 歯科検診 受診率80％ 全て 男女

21
〜（

上
限
な
し）

被保険
者 1,924 定期健康診断と同時に実施。 受診率は高い。 - 3

3 生活習慣病健
診 受診率100％ 全て 男女

20
〜
39

被保険
者 5,400 年1回実施 巡回式のため、ほぼ全員が受診してい

る。 - -

3
インフルエン
ザ予防接種補
助

受診率40％ 全て 男女

0
〜（

上
限
な
し）

加入者
全員 2,600 例年11月〜3月がピーク 被扶養者含め、利用いただいている。 - 2

8 常備薬購入あ
っせん 購入者前年割れしないこと 全て 男女

21
〜（

上
限
な
し）

被保険
者 - - - - -

8 常備薬配布 全員配布 全て 男女

21
〜（

上
限
な
し）

被保険
者 3,848 3,000円分を配布。毎年秋〜冬にかけて

実施。
業者変更を行い、選べる種類が50種類
から170種類に増加。また約9割の保険
者が注文している。

- 3

8 禁煙外来受診
費用補助 2年目で複数名の受診をめざす 全て 男女

21
〜（

上
限
な
し）

被保険
者 100 - - - -

注１) １．職場環境の整備  ２．加入者への意識づけ  ３．健康診査  ４．保健指導・受診勧奨  ５．健康教育  ６．健康相談  ７．後発医薬品の使用促進  ８．その他の事業
注２) １．39%以下  ２．40%以上  ３．60%以上  ４．80%以上  ５．100%

予
算
科
目

注1)
事業
分類

事業名 事業目標
対象者

事業費
(千円)

振り返り
注2)
評価対象

事業所 性別 年
齢 対象者 実施状況・時期 成功・推進要因 課題及び阻害要因
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事業主の取組
メンタルヘルス研
修

メンタルヘルスセルフケアおよびメンタルヘルスラインケアに関す
る研修を実施 被保険者 男女

-
〜
-
定期的に実施（入社時4月、4年目11月、新任管
理職12月、課所長2月） - - 無

定期健康診断 安衛法に基づき実施。従業員の健康管理 被保険者 男女
-
〜
-
9-11月に実施。健保組合と共同実施 - - 有

特殊健康診断（石
綿健診）

"安衛法に基づき実施。従業員の健康管理
（石綿による疾患の早期発見のために実施）" 被保険者 男女

-
〜
-
定期的に実施。石綿業務へ従事したことのある
者を対象。11〜12月 - - 無

雇入れ時の健診 雇入れ時随時実施。従業員の健康管理 被保険者 男女
-
〜
-
雇い入れ時（法定健診) - - 無

海外赴任前後健診 海外赴任発令に基づき、都度実施 被保険者 男女
-
〜
- 随時実施 - - 無

メンタルカウンセ
リング（訪問含む
）

メンタル不調者への対応。電話、面談により実施 被保険者 男女
-
〜
-
随時実施（被保険者および被扶養者から委託業
者に連絡）
メンタルヘルス相談窓口利用可

- - 無

ストレスチェック 自身のストレス度の把握のため年1回実施（11月） 被保険者 男女

-
〜（

上
限
な
し）

毎年11月にインターネットで質問に回答
本人宛に結果がメールで届く。ストレス度が高
く希望により医師の面接指導を受けることがで
きる。

平成27年12月から厚労省による義務付け - 無

産業医面談 産業医へ日頃の悩みや不安を相談。専門的なアドバイスを受けた従
業員は、ストレス軽減につながる可能性もある。 被保険者 男女

-
〜
-
月1回実施。

健康問題やメンタル不調などの予防や発見に役
立つため、心身の不調による従業員の休職や離
職、労働災害などを防ぐ効果がある。

- 無

事業名 事業の目的および概要
対象者 振り返り 共同

実施資格 性別 年
齢 実施状況・時期 成功・推進要因 課題及び阻害要因
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STEP１-３ 基本分析

登録済みファイル一覧
記号 ファイル画像 タイトル カテゴリ コメント
ア 第３期データヘルス計画に向けた データ分析結果 - -
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STEP２ 健康課題の抽出
No. STEP1

対応項目 基本分析による現状把握から見える主な健康課題 対策の方向性 優先すべき
課題

1
・被扶養者の特定健診受診率が低い
・高血圧、糖尿病、高脂血症の方が多い
・メタボ対策が必要

 ・被扶養者の特定健診受診率を高めるため、未受診者への再案内を継続
する
・事業主と連携して加入者のヘルスリテラシーを高める
・人間ドックの受診率を上げる、重症化予防対策を進める



基本情報
No. 特徴 対策検討時に留意すべき点

1
・被保険者約950名、被扶養者約750名　計約1,700名の小規模な健保組合である。
・被保険者は男性が65%、女性が35%を占め、男性が多い構成である。  ・データ数が少ないので分析結果の解釈に注意する。

・人数が少ないため、個人情報の取り扱いに注意する。
・加入者の年齢構成上、今後、加齢により医療費が大きくなる可能性がある。

保健事業の実施状況
No. 特徴 対策検討時に留意すべき点

1

・特定健診の実施率が被保険者は約90%、被扶養者は約45%である。
・人間ドックの対象者には補助を手厚く実施（被保険者被扶養者ともに30歳以上年1回上限6
0,000円まで補助）
・予防接種補助　加入者全員年1回全額補助
・歯科検診　被保険者対象　8割実施
・常備薬配布　約170種類の薬から上限3,000円まで無償配布

 ・若年のうちから人間ドックを受診してもらうことで、生活習慣病に関心を持ってもら
う。そのために補助年齢を35歳から30歳に下げた。
・被扶養者の特定健診実施率を上げるため、被扶養者への直接案内と未受診者への再度
案内を継続することが大事。
・人間ドック、予防接種、常備薬配布は「自分から手を挙げる」ものとしているため、
広報活動が大切となる。

未選択
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STEP３ 保健事業の実施計画

事業の一覧
職場環境の整備
加入者への意識づけ
個別の事業
　特定健康診査事業 　特定健診
　特定保健指導事業 　特定保健指導
　保健指導宣伝 　機関紙・その他
　保健指導宣伝 　医療費通知
　疾病予防 　生活習慣病健診
　疾病予防 　人間ドック補助
　疾病予防 　婦人科健診
　疾病予防 　大腸がん検診
　疾病予防 　歯科検診
　疾病予防 　インフルエンザ予防接種補助
　疾病予防 　常備薬配布
　疾病予防 　禁煙外来受診費用補助
　疾病予防 　高血圧重症化予防
※事業は予算科目順に並び替えて表示されています。

事業全体の目的
・被扶養者にも健康診断（人間ドック）を受けてもらい疾病予防に努める。
・生活習慣病を予防し、医療費の増加を抑える。

事業全体の目標
・被扶養者の特定健診受診率を50％以上にする。
・医療費抑制のため、各種個別事業を充実させる。
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職場環境の整備
加入者への意識づけ
個別の事業

6,460 6,460 6,460 6,460 6,460 6,460
特
定
健
康
診
査
事
業

3

既
存(

法
定)

特定健診 全て 男女
40
〜
74

加入者
全員 ３ イ,サ - ア,ウ - 被扶養者への受診勧奨継

続
被扶養者への受診勧奨継
続

被扶養者への受診勧奨継
続

被扶養者への受診勧奨継
続

被扶養者への受診勧奨継
続

被扶養者への受診勧奨継
続 受診率90％以上

・被扶養者の特定健診受診率が低
い
・高血圧、糖尿病、高脂血症の方
が多い
・メタボ対策が必要

受診率(【実績値】79％　【目標値】令和6年度：80％　令和7年度：82％　令和8年度：84％　令和9年度：86％　令和10年度：88％　令和11年度：90％)被保険者
は90％以上が受診できているが、被扶養者の受診率が低い。 受診率(【実績値】79％　【目標値】令和6年度：80％　令和7年度：82％　令和8年度：84％　令和9年度：86％　令和10年度：88％　令和11年度：90％)-

2,720 2,720 2,720 2,720 2,720 2,720
特
定
保
健
指
導
事
業

4

既
存(

法
定)

特定保健指導 全て 男女
40
〜
74

基準該
当者 １ エ,ケ - ウ - 対象者全員に実施案内を

行い、実施率を上げる。
対象者全員に実施案内を
行い、実施率を上げる。

対象者全員に実施案内を
行い、実施率を上げる。

対象者全員に実施案内を
行い、実施率を上げる。

対象者全員に実施案内を
行い、実施率を上げる。

対象者全員に実施案内を
行い、実施率を上げる。 実施終了率50％以上

・被扶養者の特定健診受診率が低
い
・高血圧、糖尿病、高脂血症の方
が多い
・メタボ対策が必要

終了率(【実績値】-　【目標値】令和6年度：70％　令和7年度：70％　令和8年度：70％　令和9年度：70％　令和10年度：70％　令和11年度：70％)・初回面談実
施率　80％
・終了率　70％
2019年度までは20％台だったが、2020年度から70％前後で推移

終了率(【実績値】-　【目標値】令和6年度：70％　令和7年度：70％　令和8年度：70％　令和9年度：70％　令和10年度：70％　令和11年度：70％)-

6,893 3,770 3,770 3,770 3,770 3,770

保
健
指
導
宣
伝

2,5 既
存

機関紙・その
他 全て 男女

21
〜（

上
限
な
し）

被保険
者 １ ス - シ - 毎月の健康冊子と年2回の

機関紙の発行
ホームページ開設により
、日々健康情報の更新。
年2回の機関紙の発行

ホームページ開設により
、日々健康情報の更新。
年2回の機関紙の発行

ホームページ開設により
、日々健康情報の更新。
年2回の機関紙の発行

ホームページ開設により
、日々健康情報の更新。
年2回の機関紙の発行

ホームページ開設により
、日々健康情報の更新。
年2回の機関紙の発行

全被保険者へ配布
・被扶養者の特定健診受診率が低
い
・高血圧、糖尿病、高脂血症の方
が多い
・メタボ対策が必要

年間発行回数(【実績値】12回　【目標値】令和6年度：12回　令和7年度：12回　令和8年度：12回　令和9年度：12回　令和10年度：12回　令和11年度：12回)- 年間発行回数(【実績値】4回　【目標値】令和6年度：12回　令和7年度：12回　令和8年度：12回　令和9年度：12回　令和10年度：12回　令和11年度：12回)-
308 96 96 96 96 96

2 既
存 医療費通知 全て 男女

21
〜（

上
限
な
し）

被保険
者 １ ス - シ -

毎月ｘ11回、年間ｘ1回通
知送付
ホームページおよびマイ
ページ開設により、毎月
の紙送付は廃止予定。

毎月分はマイページで。
年間ｘ1回通知送付。

毎月分はマイページで。
年間ｘ1回通知送付。

毎月分はマイページで。
年間ｘ1回通知送付。

毎月分はマイページで。
年間ｘ1回通知送付。

毎月分はマイページで。
年間ｘ1回通知送付。 医療費の実態把握、医療費控除の証明 該当なし（これまでの経緯等で実

施する事業）

通知回数(【実績値】12回　【目標値】令和6年度：12回　令和7年度：1回　令和8年度：1回　令和9年度：1回　令和10年度：1回　令和11年度：1回)マイページ上
で、常時確認が出来るようにし、組合員の利便性向上につなげる。 通知回数(【実績値】12回　【目標値】令和6年度：12回　令和7年度：1回　令和8年度：1回　令和9年度：1回　令和10年度：1回　令和11年度：1回)-

5,400 5,400 5,400 5,400 5,400 5,400
疾
病
予
防

3 既
存

生活習慣病健
診 全て 男女

20
〜
39

被保険
者 １ イ,サ - ア,イ - 40歳未満の被保険者も全

員生活習慣病健診を受診
40歳未満の被保険者も全
員生活習慣病健診を受診

40歳未満の被保険者も全
員生活習慣病健診を受診

40歳未満の被保険者も全
員生活習慣病健診を受診

40歳未満の被保険者も全
員生活習慣病健診を受診

40歳未満の被保険者も全
員生活習慣病健診を受診 受診率100％ 該当なし（これまでの経緯等で実

施する事業）

受診率(【実績値】93％　【目標値】令和6年度：100％　令和7年度：100％　令和8年度：100％　令和9年度：100％　令和10年度：100％　令和11年度：100％)- 受診率(【実績値】93％　【目標値】令和6年度：100％　令和7年度：100％　令和8年度：100％　令和9年度：100％　令和10年度：100％　令和11年度：100％)-
27,800 27,800 27,800 27,800 27,800 27,800

3 既
存

人間ドック補
助 全て 男女

30
〜
74

基準該
当者 １ ス - シ - 希望受診、被扶養者受診

ともに実施
希望受診、被扶養者受診
ともに実施

希望受診、被扶養者受診
ともに実施

希望受診、被扶養者受診
ともに実施

希望受診、被扶養者受診
ともに実施

希望受診、被扶養者受診
ともに実施 がん検診、生活習慣病健診の補完

・被扶養者の特定健診受診率が低
い
・高血圧、糖尿病、高脂血症の方
が多い
・メタボ対策が必要

受診人数(【実績値】200人　【目標値】令和6年度：210人　令和7年度：220人　令和8年度：230人　令和9年度：240人　令和10年度：250人　令和11年度：260
人)- 受診人数(【実績値】305人　【目標値】令和6年度：210人　令和7年度：220人　令和8年度：230人　令和9年度：240人　令和10年度：250人　令和11年度：260人)-

400 400 400 400 400 400

予
算
科
目

注1)
事業
分類

新
規
既
存

事業名
対象者 注2)

実施
主体

注3)
プロセス

分類
実施方法

注4)
ストラク

チャー
分類

実施体制
予算額(千円)

事業目標 健康課題との関連実施計画
対象

事業所 性別 年
齢 対象者 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

アウトプット指標 アウトカム指標
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3 既
存 婦人科健診 全て 女性

21
〜（

上
限
な
し）

被保険
者 １ ス - シ - 乳がん・子宮頸がんの早

期発見
乳がん・子宮頸がんの早
期発見

乳がん・子宮頸がんの早
期発見

乳がん・子宮頸がんの早
期発見

乳がん・子宮頸がんの早
期発見

乳がん・子宮頸がんの早
期発見 婦人科ガンの早期発見 該当なし

受診者数(【実績値】10人　【目標値】令和6年度：10人　令和7年度：10人　令和8年度：10人　令和9年度：15人　令和10年度：15人　令和11年度：15人)・健診
未受診者への受診勧奨 受診者数(【実績値】10人　【目標値】令和6年度：10人　令和7年度：10人　令和8年度：10人　令和9年度：15人　令和10年度：15人　令和11年度：15人)・健診受診者二桁

- - - - - -

3 既
存 大腸がん検診 全て 男女

35
〜
74

被保険
者,基準
該当者

１ ス - シ - 生活習慣病健診時、35歳
以上の希望者に実施

生活習慣病健診時、35歳
以上の希望者に実施

生活習慣病健診時、35歳
以上の希望者に実施

生活習慣病健診時、35歳
以上の希望者に実施

生活習慣病健診時、35歳
以上の希望者に実施

生活習慣病健診時、35歳
以上の希望者に実施 70％以上の受診 該当なし（これまでの経緯等で実

施する事業）

受診率(【実績値】75％　【目標値】令和6年度：75％　令和7年度：75％　令和8年度：75％　令和9年度：75％　令和10年度：75％　令和11年度：75％)- 受診率(【実績値】75％　【目標値】令和6年度：75％　令和7年度：75％　令和8年度：75％　令和9年度：75％　令和10年度：75％　令和11年度：75％)-
1,924 1,924 1,924 1,924 1,924 1,924

3 既
存 歯科検診 全て 男女

21
〜（

上
限
な
し）

被保険
者 １ サ,ス - シ -

被保険者の希望者全員受
けてもらう
定期健診時に一緒に実施

被保険者の希望者全員受
けてもらう
定期健診時に一緒に実施

被保険者の希望者全員受
けてもらう
定期健診時に一緒に実施

被保険者の希望者全員受
けてもらう
定期健診時に一緒に実施

被保険者の希望者全員受
けてもらう
定期健診時に一緒に実施

被保険者の希望者全員受
けてもらう
定期健診時に一緒に実施

受診率80％ 該当なし（これまでの経緯等で実
施する事業）

受診率(【実績値】77％　【目標値】令和6年度：80％　令和7年度：80％　令和8年度：80％　令和9年度：80％　令和10年度：80％　令和11年度：80％)- 受診率(【実績値】77％　【目標値】令和6年度：80％　令和7年度：80％　令和8年度：80％　令和9年度：80％　令和10年度：80％　令和11年度：80％)-
2,600 2,600 2,600 2,600 2,600 2,600

8 既
存

インフルエン
ザ予防接種補
助

全て 男女

0
〜（

上
限
な
し）

加入者
全員 １ ス - シ -

加入者全員年1回、予防接
種に上限5,000円で補助金
支給

加入者全員年1回、予防接
種に上限5,000円で補助金
支給

加入者全員年1回、予防接
種に上限5,000円で補助金
支給

加入者全員年1回、予防接
種に上限5,000円で補助金
支給

加入者全員年1回、予防接
種に上限5,000円で補助金
支給

加入者全員年1回、予防接
種に上限5,000円で補助金
支給

受診率40％ 該当なし（これまでの経緯等で実
施する事業）

受診率(【実績値】32％　【目標値】令和6年度：40％　令和7年度：40％　令和8年度：40％　令和9年度：40％　令和10年度：40％　令和11年度：40％)- 受診率(【実績値】32％　【目標値】令和6年度：40％　令和7年度：40％　令和8年度：40％　令和9年度：40％　令和10年度：40％　令和11年度：40％)-
3,848 3,848 3,848 3,848 3,848 3,848

8 既
存 常備薬配布 全て 男女

21
〜（

上
限
な
し）

被保険
者 １ ス - シ - 被保険者希望者全員に常

備薬を配布
被保険者希望者全員に常
備薬を配布

被保険者希望者全員に常
備薬を配布

被保険者希望者全員に常
備薬を配布

被保険者希望者全員に常
備薬を配布

被保険者希望者全員に常
備薬を配布 全員配布 該当なし（これまでの経緯等で実

施する事業）

配布数(【実績値】861件　【目標値】令和6年度：900件　令和7年度：900件　令和8年度：900件　令和9年度：900件　令和10年度：900件　令和11年度：900件)- 配布数(【実績値】861件　【目標値】令和6年度：-件　令和7年度：-件　令和8年度：-件　令和9年度：-件　令和10年度：-件　令和11年度：-件)-
100 100 100 100 100 100

8 既
存

禁煙外来受診
費用補助 全て 男女

21
〜（

上
限
な
し）

被保険
者 １ ス 禁煙外来で禁煙した場合

、自己負担分を補助 シ - 受診者3名以上 受診者3名以上 受診者3名以上 受診者3名以上 受診者3名以上 受診者3名以上 2年目で複数名の受診をめざす 該当なし

受診者数(【実績値】-　【目標値】令和6年度：-人　令和7年度：-人　令和8年度：-人　令和9年度：-人　令和10年度：-人　令和11年度：-人)- 受診者数(【実績値】-　【目標値】令和6年度：-人　令和7年度：-人　令和8年度：-人　令和9年度：-人　令和10年度：-人　令和11年度：-人)-
- - - - - -

4 新
規

高血圧重症化
予防 全て 男女

22
〜（

上
限
な
し）

加入者
全員 ３ イ,オ,ケ - ア,ウ -

定期健診結果から、高血
圧対象者に再受診の案内
を行う。

業者を起用し、高血圧者
を対象にした保健指導を
検討する。ただし別途特
定保健指導対象者と重な
った場合どうするか等、
検討が必要。

業者を起用し、高血圧者
を対象にした保健指導を
検討する。ただし別途特
定保健指導対象者と重な
った場合どうするか等、
検討が必要。

業者を起用し、高血圧者
を対象にした保健指導を
検討する。ただし別途特
定保健指導対象者と重な
った場合どうするか等、
検討が必要。

業者を起用し、高血圧者
を対象にした保健指導を
検討する。ただし別途特
定保健指導対象者と重な
った場合どうするか等、
検討が必要。

業者を起用し、高血圧者
を対象にした保健指導を
検討する。ただし別途特
定保健指導対象者と重な
った場合どうするか等、
検討が必要。

高血圧対象者の重症化予防。将来的には糖
尿病、動脈硬化者への重症化予防も視野に
入れる。

・被扶養者の特定健診受診率が低
い
・高血圧、糖尿病、高脂血症の方
が多い
・メタボ対策が必要

受診率(【実績値】-　【目標値】令和6年度：0％　令和7年度：50％　令和8年度：50％　令和9年度：50％　令和10年度：50％　令和11年度：50％)- 受診率(【実績値】-　【目標値】令和6年度：0％　令和7年度：50％　令和8年度：50％　令和9年度：50％　令和10年度：50％　令和11年度：50％)-

予
算
科
目

注1)
事業
分類

新
規
既
存

事業名
対象者 注2)

実施
主体

注3)
プロセス

分類
実施方法

注4)
ストラク

チャー
分類

実施体制
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注１) １．職場環境の整備  ２．加入者への意識づけ  ３．健康診査  ４．保健指導・受診勧奨  ５．健康教育  ６．健康相談  ７．後発医薬品の使用促進  ８．その他の事業
注２) １．健保組合  ２．事業主が主体で保健事業の一部としても活用  ３．健保組合と事業主との共同事業
注３) ア．加入者等へのインセンティブを付与  イ．受診状況の確認（要医療者・要精密検査者の医療機関受診状況）  ウ．受診状況の確認（がん検診・歯科健診の受診状況）  エ．ＩＣＴの活用  オ．専門職による健診結果の説明  カ．他の保険者と共同で集計データを持ち寄って分析を実施  キ．定量的な効果検証の実施

ク．対象者の抽出（優先順位づけ、事業所の選定など）  ケ．参加の促進（選択制、事業主の協力、参加状況のモニタリング、環境整備）  コ．健診当日の面談実施・健診受診の動線活用  サ．就業時間内も実施可（事業主と合意）  シ．保険者以外が実施したがん検診のデータを活用  ス．その他
注４) ア．事業主との連携体制の構築  イ．産業医または産業保健師との連携体制の構築  ウ．外部委託先の専門職との連携体制の構築  エ．他の保険者との健診データの連携体制の構築  オ．自治体との連携体制の構築  カ．医療機関・健診機関との連携体制の構築  キ．保険者協議会との連携体制の構築  ク．その他の団体との連携体制の構築

ケ．保険者内の専門職の活用（共同設置保健師等を含む）  コ．運営マニュアルの整備（業務フローの整理）  サ．人材確保・教育（ケースカンファレンス∕ライブラリーの設置）  シ．その他
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